
オンライン医療の推進に向けて

２０１８年３月２７日
医療・介護ＷＧ座長 林 いづみ

～Society5.0のもとで拓ける医療の可能性～
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2出所：平成29年版高齢社会白書のデータをもとに事務局にて作成

2025年には65歳以上の割合が30％に達し、2人未満の現役世代
（15～64歳）で1人の高齢者（65歳以上）を支える時代へ



高齢化の進展と医療資源の減少
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・65歳以上の高齢者のいる世帯の過半は、単独または夫婦のみ
・2025年には65歳以上の高齢者の5人に1人が認知症患者になる
との推計もあり
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出所：平成29年版高齢社会白書のデータをもとに事務局にて作成

65歳以上の認知症高齢者数の推計
（各年齢層の認知症有病率が2012年以降も糖尿病有病率の増加により上昇すると仮定した場合）
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私達の住む地域で在宅医療を今後も受けられる？
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総数 35.6 2.5 0.6 18.7 11.3 20.2 2.7 0.7 7.7

男性 42.2 1.3 0.4 18.3 11.3 16.7 2.3 1 6.6

女性 30.2 3.6 0.8 19.1 11.2 23.1 3 0.5 8.6

高齢化の進展と医療資源の減少

4

・診療所に従事する医師の平均年齢は59.6歳（2016年末）
・60歳以上では男女とも「自宅で介護してほしい」人が最も多い

介護を受けたい場所

出所：内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」（2012年）

診療所に従事する医師の平均年齢の推移
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（2016）をもとに事務局にて作成



技術の進歩⇒「Society 5.0」へ
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ケース①
外来＋院外処方の場合
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ケース②
在宅医療＋院外処方
（薬剤師訪問サービスの利用なし）
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ケース③
オンライン診療＋院外処方
（薬剤師訪問サービスの利用なし）
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処方箋

発行
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「一気通貫」で完結できる在宅医療に関する生の声
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オンライン医療、一気通貫の実現に期待しますか？

オンラインでの在宅医療を利用したい／したくない理由、在宅医療におけるオンライン
での服薬指導の是非など

テーマ

参加者への質問・問題提起

投票結果

出所：働く人の円卓会議HP（http://ewoman.jp/entaku/info/id/3484/times/4）

働く人の円卓会議（オンライン会議 ２０１８年３月９日～１６日実施）

真に国民のニーズに応えるため、オンライン診療のガイドラインなどの
政策に利用者の視点を反映する必要



「一気通貫」で完結できる在宅医療に関する生の声
（働く人の円卓会議より）
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オンライン医療に期待する声

感染症予防

重症化予防

患者・家族等の負荷軽減



「一気通貫」で完結できる在宅医療に関する生の声
（働く人の円卓会議より）
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家族間の情報共有の効率化

オンライン医療への不安・懸念

医学的判断にかかる懸念

医療行為にかかる不安
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三つの視点が重要

①利用者目線に立った課題の把握

②状況に応じた

オンラインと対面の組み合わせ方

③医療データの相互連結

総 括

「一気通貫」で完結できる在宅医療に関する生の声



「一気通貫」で完結できる在宅医療の
実現により期待される効果
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・効率的な医療の提供
・医療資源の偏在・不足への対応
・医療関係者の働き方改革

地域事情に即した地域包括ケアシステムの深化・推進
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規制・制度上の課題
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オンライン医療を実現するには規制等の見直しや明確化が必要か

オンライン診療＋服薬指導

電子処方せんが普及してい
ない

患者に対面で服薬指導をす
る必要がある
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公開ディスカッションのポイント
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普及に向けた規制上の課題や阻害要因

社会的課題の解決へ

ＩＴ等を活用した医療の現状及び可能性

第２部

第１部


